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第 l表 規模別にみた外部調達による設備資金の最大源泉 (1966~68年)
く%)
¥資金ぞ源泉子¥規¥模¥ 10以億上円12億10億円円 5千1億万円 1千円5万千万円 1未千万満円 全 体
短期借入金 7.3 23.1 25.1 27.7 33.7 21.4 
長期借入金 73.7 61.0 55.0 47.7 35.4 57.7 
社 債 3.8 0.0 。 。 0.0 1.8 
株 式 7.3 3.1 2.2 4.2 2.2 4.2 
企業間信用 2.8 3.6 3.9 8.4 12.9 5.5 
亀ー






3) アンケート回収企業数は 1，5副社， うち資本金四倍以」卦O[社， 1"-'10億円 385社， 5千万円山







巨大企業における資金構造白2類型 (45) 45 
第 2表外部からの設備資金調達方法への希望。怖8年6月引
よ主?10以億上円 ~11億0億円円 I~千1 万億円 1千円5万千万円 体
短期借入金 7.8 16.9 16.5 14.8 20.2 14.4 
長期借入金 73.0 67.8 64.1 64.8 53.9 66.4 
社 債 5.3 0.0 0.9 0.3 0.0 1.6 
株 式 9.6 8.3 9.1 10.6 10.7 9.4 
企業問信用 1.8 1.8 3.5 3.5 3.9 2.7 














































規模区分 |中小企業|中堅企業| 大 企 業 |全 倖
I 50~刈…叫田和4.999[ 世!日以上
標本法人企業 ! 削 10.0 I 2.9 I 0.5 I 問。
構成比 (%)|(86.1)|(川)I (2.9) I0.5) IL10O.O) 
長期借入金残品 14.2 I 13.5 I 27.4 44.9 I 100.0 
話〉|〈138〉I(問。明 lm|(1凹 O〕
1社当り平均 5914891 四 51 3山 6 1 363 
長期借入金残高(百万円〕 (69)1 (悶〉 1 (4，153) 1 (弘田2)1 (4鈎




5) 向上， 18ペー ジ。
















区 分 中堅企業 |装置・生産財産業|機械 消費財産業
長期借入金比率 27.4 399 21.5 





















































は 31%にすぎず，株式・社債はあわせて 11%. 長期借入金が 20%に達Lてい
る。より詳細に 61~65 年度までの前半 5 年間と 66N70 年度の後半 5 年聞を比























年 度 1961 ~ 70 1961 ~ 65 1966 "， 70 
所要資金計 7，088 (100.0) 1，859 (100.0) 5.229 (100.0) 
(資金の使途〕
固定資産 4，793 (67.6) 1，170 (62.9) 3，623 (69.3i 
投資
|側(65.0) 
185 ( 2.6) 
{'蜘(58.6) 
80 ( 4.3) 105 ( 2.0) 
棚卸資産 617 ( 8.7) 229 (12.3) 388 ( 7.4) 
現金・預金 509 ( 7.2) 101 ( 5.4) 408 ( 7.8) 
そ 0) 他 1，159 (16.5) 359 (19.3) 810 く15.5)
〔資金の源泉)
向部資金 2，195 (30.9) 649 (34.9) 1，546 (29.6) 
価償却 ，590 (22.4) 498 (26.8) 1，凹2 C 20.9) 
当金 519 ( 7.3) 115 ( 6.2) 404 ( 7.7) 
外部資金 4，893 (69.1) 1，210 (65.1) 3，683 (70.4) 
短期借入金 671 ( 9.5) 
長期借入金 1.381 (19.5) 305 (16.4) 1，口76 (20.6) 
社 債 264 ( 3.7) 85 ( 4.6) 179 ( 3.4) 
株 式 532 ( 7.5) 3"0 (17.2) 212 C 4工〉












巨大企業における資金構造り2類型 (51) 51 
第5-b表 ト豆タ自動車工業にお叶る資金田使途と源泉 (単位ー 億円〉
年 度 1961 ~ 70 1961 ~ 65 1966 ~ 70 
所要資金計 6，598 (100.0) 1，764 (1000) 4，834 (1000) 
(資金目使途)
固定資産 4，926 (74.7) 1，149 ( 65.1) 3，777 ( 78.1) 
382 ( 5.8) 180 (10.2) 202 ( 4.1) 
棚卸資産 77 ( 1.2) 企 16 (， 0.9) 93 ( 1.9) 
現金・預金 202 ( 3.1) 241 (13.7) ム 39 (ム0.8)
そ 白 他 1，393 (21.1) 390 (22.1) 1，003 ( 20.7) 
(資金目源呆〕
内部資告 4.312 ( 65.4) 1，019 ( 57.8) 3.293 ( 68.1) 
価償却 ，524 (38.3) 6田 C34.0) ，924 ( 39.~) 
当金 484 C 7.3) 162 ( 9.2) 322 ( 6.7) 
外部資金 2.286 ( 34.6) 745 ( 42.2) 1，541 ( 31.9) 
長期借入金 3 ( 0.0) 180 ( 10.2) ム177 (， 3.7) 
社債 193 ( 2.9) 69 ( 3.9) 124 ( 2.6) 
株式 267 ( 4.0) 207 C 11.7) 60 ( U) 









14) 年々借入金が県積していけば，借入金の 部は継続的に借換えられる ζ とになり，実質的には
返済が行なわれないのと同じ効果をもつが，ここでは，そのような効果が何によってもたらされ
るのかを検討することを主眼とLている。























































































































15) r長期信用によって (durcheinen langfristigen Kredit)企業は営業規模む拡大や合理化のた
めD投資を完遂するよとができ，それによって収益を増大させることが可能となる。 ζDような
収益の一部は貸付金目返済にむけられるが，砲の部分は自己費本形成の強化に結びっくことがで




調達運用と財務評価j1974年， 81ベー ジ〕によって， ，Wその設備の稼動による収益見込額等か
らめやすをつける』企業が(中時〕最も多J(金融申度研究会編 r金融制度調査会資料』第4巻ノ





























男『会計政策と簿記の展開~ 1971年， 1血ベータ) r特別償却白(実際利益田多い巨大企業へ叩
























































新三菱重工業・東洋工業 (196C年)， プリ Yス自動車工業 (1961年.)，.i鈴木自動車(1962年)，ダ
イハツ工業・本田技研工業 (1963年〉があり，こ自問建設された乗用組立工場は， トヨタ自動車/
58 (58) 第 117巻第1.2号
トヨ 3向動車工業の乗用車量産体制は， 1961年以後「工場単位の設備計画」拙
に基づく相次「設備投資 (64年まで元町工場の拡充， 64年上郷工場， 65年高岡工場，




















20) トヨタ自動車工業『トヨタ自動車3C年史~ 1967年， 487ベー と九
21) トzタ自動車販売，'C タリゼーツョソとともに(資料篇)j1970年.72ベー ジー
22) 高岡堤工場は縮担立専門上郷三好Z場は部品ーユニット組付専門工場である札 ζのよ





















































(。 n年目""->(1)=(2) (1)合計 (副合計=(酌 '1)年の(3)(n=(4)。 Ag 。 A!; 。
1 2・Ag O (1十2)・Ag 1 五・4
2 3・Ag O (1+2+3)・Ag 1十~.Jgn 
nー 1 I 匁.dg 。 n(n+1)・A!;2 n I42a 5 2 
n (n+1)・dg &1< η(n+耳'L.Ag2 甥+2lR，Z3 
n+1 I (nイ2)・4g 2・4g n〔n2+5〕 .d，叩a -gz3+ー3・s!;
高寺貞男「ドマーェアイスナ モデルへの『マルクス=エンゲルス効果』の組入れJr経済論叢』
第106巻第1・2・3号，即時7・8.9.月，品目4 ジーにおける第3衰を毒参考に作氏







であり，減価償却 Dは tくn，つまり n年経過以前〔取替え投資がはじまるまで〕は，
D=t(t十0・jg/2η
tミ主η，つまり取替投資がはじまってからは，
D=(2t-n+ 1) .jg/2 
となる。これを凶示すれば，第3図のようになり n年経過後の減価償却を示


























































































〔館得夫・縄海量良，前帯書.， 81ベー ノなお』長期借入金の返演条件は「長期分割升済が普通」24) 





























1たがって.i減何償却資金 D"返済資金 R の差額止，内部金融白関需は.DとROJ菩植
が rO)変化によって生巴る場合 (nは定〉には. 長期借入金の増分は変化しないが借入金町
新規需要が陣くおさえられることによって，内部金融を強fl>しうる条件が拡大することになり，
D と R の蓋が n 田変化によって生じる場合には， π カ~/J さ〈なるほど DIG は拡大し (E開ey























26) nは「実際には全音産の平均耐周年数(theaverage life span of all asset)と解してよい。」












巨大企業における資金構造の2類型 (65) 65 
の相異から導かれる，外部へ還流する減価償却資金が相対的に少ないとい
う点だけでなく，社内留保が高いζとによっても内部金融が強化されてい
る。 (1975年 8月脱稿〕
